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✧ 危機管理産業展（ＲＩＳＣＯＮ）２０２１への出展参加報告 

  

東京ビッグサイト青海展示場で 2021 年 10 月 20 日(水)から 22 日(金)まで開催された「危機管

理産業展(RISCON)2021」に、気象業務支援センターは、緊急地震速報利用者協議会と共に出展参

加しました。 

危機管理産業展は「防災・減災」、「セキュリティ」、「事業リスク対策」に対応する危機管理ト

レードショーとして毎年開催され、今年で 17 回目を迎えました。今回は、今後求められるテー

マである「With コロナ/After コロナ」に即した働き方や、事業存続に向けた BCP の再構築など、

「新しい危機管理」の提案も目標とされました。 

昨年同様、コロナ感染症が心配される中での

開催でしたが、出展者のマスク着用は当然のこ

とながら、人との過度な接触を避けるため、入

場希望者の完全事前登録制、入場時の検温・消

毒、展示ホール内の通路幅の確保など、感染予

防対策に最大限の配慮をした結果、滞りなく終

了することが出来ました。3日間の入場者数は、

約 11,905 人と、昨年より少し多い程度でしたが、

来場者の質問が多く、関心の高さが伺えました。 

当協議会では、高層ビルで影響の大きい「長

周期地震動」を含めた『緊急地震速報』の利用

周知に努めております。 

展示ブースでは、「緊急地震速報利用の手引

き」の配布を始めとした『緊急地震速報』の普及・啓発にも積極的に取り組み、多くの来場者の

理解促進につながったものと期待しています。 

この産業展は、来年も 10 月に東京ビッグサイト西サイトにて開催が予定されております。 

 当センターも協議会と共に、参加を予定しています。 
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